
1 

 

「
盛
衰
記
」
に
見
え
る
「
大
手
」
に
つ
い
て 

田
中
健
二  

一
、
「
盛
衰
記
」
と
「
消
暑
漫
筆
」
に
見
え
る
高
松
城
下
町
に
関
す
る
記
事 

「
小
神
野
筆
帖
」
仁 

 
 
 

一
北
濱
沖
よ
り
片
濱
ニ
相
成
居
申
候
所
、
新
築
地
被
仰
付
候
。 

 
 
 
 

(

松
平
頼
重)

 
 

 
(

姓)
 

 
 
 

一
英
公
御
代
濱
丁
百
性
町
と
い
ふ
、
石
井
北
ニ
魚
屋
町
ニ
て
二
筋
有
り
。
弘
憲
寺
の 

 
 
 
 

裏
ニ
仲
の
坊
主
、
表
八
間
壱
尺
裏
十
六
間
。 

 
 
 

一
隣
に
宝
昌
坊
有
。
表
拾
五
間
、
裏
拾
四
間
也
。
両
寺
と
も
真
言
宗
な
り
。 

 
 
 

一
北
海
手
東
西
波
戸
崎
、
蓮
華
寺
東
、
武
士
屋
し
き
北
手
の
土
手
波
戸
崎
を
築
、
土 

 
 
 
 

手
ニ
並
松
を
上
、
柘
植
安
左
衛
門
え
被
仰
付
、
安
左
衛
門
下
知
ニ
て
築
立
申
候
。 

 
 
 
 

元
禄
十
丑
七
月
廿
二
日
大
須
加
小
兵
衛
列
座
ニ
て
、
安
左
衛
門
ニ
主
馬
殿
被 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(
計)

 
 

 
 
 

 
(

一
七
二
〇
・
二
一) 

 
 
 
 

仰
付
出
来
。
並
松
ハ
大
木
ニ
な
り
、
一
か
ゝ
い
斗
に
て
居
申
候
所
、
享
保
五
六
ノ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

注
１)

 

 
 
 
 

頃
よ
り
北
汐
當
強
く
な
り
、
家
中
住
か
た
く
、
北
六
軒
引
。
土
手
ハ
松
も
皆
ゝ
汐 

 
 
 
 

ニ
押
倒
レ
土
手
も
崩
、
石
垣
斗
ニ
て
留
申
候
。
濱
松
打
倒
候
て
、
享
保
七
八
ノ
頃
、 

 
 
 
 

次
第
に
こ
ろ
ひ
た
り
。
屋
し
き
ハ
同
十
二
未
壬
正
月
ニ
被 

仰
付
有
て
、
六
月
迠 

 
 
 
 

引
た
り
。 

「
讃
岐
盛
衰
記
」
一 

一
北
濱
之
沖
よ
り
片
濱
ニ
相
成
居
申
候
所
、
新
規
ニ
築
地
ニ
被 

仰
付
候
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
(

波
止)

 

一
北
手
海
手
東
西
ハ
は
と
崎
、
蓮
花
寺
東
、
武
士
屋
敷
、
北
手
之
土
手
は
と
崎
を
築
、
土
手 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

一
六
九
七)

(

十) 
 

ニ
並
松
を
植
、
柘
植
安
左
衛
門
え
被
仰
付
、
安
左
衛
門
下
知
ニ
て
築
立
申
候
。
元
禄
十
五 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

馬)
 

 

丑
年
七
月
廿
二
日
大
須
賀
小
兵
衛
列
座
ニ
て
安
左
衛
門
え
主
米
殿
被 

仰
渡
出
来
。
並
松 

 

は
大
木
と
な
り
、
一
ト
か
ゝ
い
斗
ニ
成
居
申
候
所
、
享
保
五
六
之
頃
よ
り
北
汐
あ
て
強
成
、 

 

家
中
難
渋
住
か
た
く
、
北
六
軒
引
。
土
手
も
松
も
皆
々
汐
に
打
た
お
れ
、
土
手
も
崩
れ
、 

 

石
垣
斗
に
て
留
り
申
候
。
濱
松
打
た
を
し
申
候
。
享
保
七
八
頃
次
第
ニ
こ
ろ
ひ
た
り
。
屋 

 

敷
同
十
二
壬
未
年
正
月
ニ
被
仰
付
有
て
、
六
月
迠
ニ
引
た
り
。 

一
片
原
町
・
兵
庫
町
筋
ハ
御
堀
之
上
え
掛
作
り
之
納
屋
御
座
候
。
其
後
納
屋
引
申
候
。
是
は 

 

古
キ
御
絵
圖
在
之
、
拝
見
致
候
ニ
付
、
記
置
申
候
。 

 
(

松
平
頼
重)

 
 

 
 
 

 
 
(

注
２)  

 

御
先
代
町
繪
圖
御
屏
風
在
之
。
表
坊
主
頭
預
ル
。 

「
小
神
野
筆
帖
」
仁 



2 

 

 
 
 
 

 
(

生
駒
家)

 

一
御
家
中
も
先
代
何
れ
も
本
知
行
ニ
て
在
宅
候
事
故
少
な
く
て
無
之
所
、
大
勢
の
御
家
中
故
、 

 

新
ニ
六
番
丁
・
七
番
丁
・
八
番
丁
・
北
一
番
丁
・
古
馬
場
・
築
地
・
濱
の
丁
を
侍
屋
し
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

料)
 

 

に
被
仰
付
。
此
節
ハ
諸
事
心
易
き
事
故
、
地
割
斗
被
仰
付
被
下
、
家
領
之
分
菰
百
枚
・
縄 

 

三
百
房
ツ
ゝ
被
下
、
建
家
仕
候
。 

一
町
並
も
東
ハ
今
橋
切
ニ
て
松
嶋
の
家
ハ
一
軒
も
無
之
由
、
西
ハ
柏
野
屋
前
の
石
橋
切
ニ
て 

 

王
子
権
現
ハ
野
中
ニ
御
座
候
。
今
の
通
家
数
も
増
申
候
事
ニ
候
。 

一
英
公
御
代
鉄
炮
町
・
八
間
屋
、
惣
名
足
軽
町
と
申
候
。
今
八
間
屋
西
の
門
鉄
炮
町
よ
り
出 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

屋
台)

 

 

口
ニ
名
木
松
有
て
屋
た
ひ
仕
候
事
も
古
き
絵
圖
に
相
見
へ
た
り
。 

一
古
新
町
・
西
持
筒
町
と
い
ふ
。
同
心
町
を
片
側
中
間
町
と
い
ふ
。
今
新
町
も
同
名
也
。 

一
大
手
と
申
ハ
塩
屋
町
・
田
町
・
西
濱
三
ケ
所
ニ
て
御
座
候
。
昔
の
形
ニ
て
今
以
大
手
三
ケ 

 

所
ニ
て
、
さ
ら
し
も
の
有
之
節
、
田
町
ハ
古
の
出
口
中
下
馬
ニ
て
さ
ら
し
、
西
ハ
柏
野
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

注
３)

 

 

前
ニ
て
さ
ら
し
申
候
。
田
町
も
下
馬
よ
り
先
ハ
連
々
建
延
申
候
。 

 

昔
田
町
中
下
馬
ニ
て
さ
ら
し
候
所
、
中
古
田
町
出
口
ニ
て
さ
ら
し
候
。 

「
讃
岐
盛
衰
記
」
一 

一
御
家
中
も
先
代
い
つ
れ
も
本
知
行
ニ
て
在
宅
故
、
少
な
く
て
ハ
無
之
所
、
大
勢
之
御
家
中 

 

故
、
新
ニ
六
番
丁
・
七
番
丁
・
八
番
丁
・
北
壱
番
丁
・
古
馬
場
・
築
地
・
濱
丁
抔
、
侍
屋 

 

敷
被 

仰
付
候
。
此
節
は
諸
事
心
易
き
事
故
、
地
割
斗
被 

仰
付
被
下
、
建
料
之
分
菰
百 

 

枚
・
四
間
縄
三
百
房
宛
下
さ
れ
建
家
仕
候
。 

一
町
並
も
東
ハ
今
橋
切
ニ
て
松
嶋
の
家
は
一
軒
も
無
之
由
、
西
ハ
柏
野
屋
前
之
石
橋
切
ニ
て
、 

 

王
子
権
現
は
野
中
御
座
候
所
、
今
之
通
家
数
も
増
申
事
ニ
候
。
大
手
と
云
は
塩
屋
町
・
田 

 

町
・
西
濱
三
ケ
所
ニ
て
御
座
候
。
昔
之
形
ニ
て
今
以
大
手
三
ケ
所
に
て
、
さ
ら
し
者
有
之 

 

節
は
田
町
ハ
古
え
の
出
口
中
下
馬
、
西
は
柏
野
屋
前
ニ
て
さ
ら
し
申
候
。
柏
野
屋
西
ハ
追
々 

 

建
延
申
候
。
田
町
も
下
馬
よ
り
先
ハ
連
々
建
延
申
候
。 

 

「
消
暑
漫
筆
」
一 

○
十
竹
曰
い
か
に
心
易
き
時
節
な
り
と
て
、
菰
と
縄
と
は
か
り
に
て
、
家
の
建
も
の
に
て
は 

 
 
 
 

イ
カ
ゝ 

 

な
し
。
如
何
な
る
筆
記
な
り
。 

 

田
町
ハ
古
之
出
口
中
下
馬
に
て
さ
ら
し
、
西
ハ
柏
野
屋
前
ニ
て
さ
ら
し
、
柏
野
屋
よ
り
西 

 

ハ
連
々
に
建
延
申
候
。
田
町
も
下
馬
よ
り
先
ハ
連
々
建
延
申
候
。 

○
十
竹
曰
、
彼
か
記
す
る
所
、
委
細
を
知
ら
す
し
て
記
せ
る
に
や
。
其
誤
少
か
ら
す
。
東
ハ 

 

松
嶋
に
も
、
た
の
如
く
立
続
き
た
る
人
家
は
な
け
れ
と
も
、
此
際
に
人
家
は
あ
り
。
一
家 

 

も
な
し
と
云
ハ
誤
り
な
り
。
又
ハ
柏
野
屋
前
の
石
橋
切
に
て
王
子
権
現
は
野
中
に
あ
り
と 

 

云
も
誤
り
な
り
。
此
頃
右
石
橋
よ
り
東
は
今
の
西
新
通
町
の
分
、
両
側
東
の
突
あ
て
ま
て 

 

皆
侍
屋
敷
な
り
、
町
家
は
一
軒
も
な
し
に
て
、
右
の
石
橋
よ
り
西
は
柏
野
屋
の
前
よ
り
王 



3 

 

 
子
権
現
の
門
前
通
西
へ
突
あ
て
、
南
は
金
光
院
屋
敷
の
御
座
候
、
北
は
今
の
権
現
西
横
手 

 

裏
門
の
西
手
、
東
向
の
町
家
の
分
、
北
の
角
ま
て
今
の
通
西
通
町
な
り
。
因
て
権
現
は
町 

 

中
な
り
。
野
中
に
て
は
な
し
。
権
現
の
北
う
ら
も
今
の
通
町
な
り
。
権
現
の
裏
門
の
通
り 

 

よ
り
西
へ
の
往
還
に
て
、
今
の
通
の
道
に
て
、
此
道
よ
り
北
手
は
木
蔵
町
と
云
、
町
家
は 

 

一
軒
も
な
し
に
て
、
夫
よ
り
北
今
大
久
保
金
左
衛
門
・
柘
植
栄
之
介
・
近
藤
登
屋
敷
よ
り 

 

西
は
愛
宕
の
際
ま
て
の
屋
敷
ハ
一
軒
も
な
し
。
蓮
花
寺
よ
り
西
南
の
方
皆
畑
な
り
。
愛
宕 

 

の
祠
は
原
野
中
に
あ
り
た
る
な
り
。
光
端
か
権
現
祠
ハ
野
中
に
あ
つ
た
と
云
ハ
愛
宕
の
祠 

 

と
取
違
た
る
物
語
を
聞
誤
り
た
る
に
や
と
思
ハ
る
な
り
。
又
さ
ら
し
者
の
場
所
、
東
ハ
塩 

 

屋
町
二
町
目
南
の
は
つ
れ
、
木
戸
の
内
な
り
。
此
昔
の
棒
は
な
也
、
木
戸
よ
り
外
橋
本
屋 

 

前
よ
り
東
ハ
漸
々
に
建
家
続
き
た
る
也
。
此
邊
古
来
郷
分
に
て
、
郷
方
支
配
な
り
し
か
、 

 

文
政
十
一
子
年
十
一
月
廿
日
町
方
支
配
地
に
相
成
。
右
の
木
戸
よ
り
外
を
當
時
ハ
塩
屋
町 

 

三
丁
目
と
唱
へ
し
と
そ
聞
し
。 

「
小
神
野
筆
帖
」
義 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

注
４)

 

一
御
舩
蔵
ハ
先
代
無
量
寿
院
寺
地
の
由
、
先
代
に
今
の
所
へ
引
、
跡
ハ
明
地
ニ
成
居
申
候
。 

 

隣
ハ
真
行
寺
ニ
て 

表
二
十
間
裏
二
十
六
間
也 

御
座
候
。
真
行
寺
の
西
ハ
雑
魚
場
と
申
、 

 

魚
猟
師
の
小
屋
掛
有
之
。
其
西
ハ
無
常
場
ニ
て
御
座
候
。
雑
魚
場
と
無
常
場
と
の
間
ニ
蓮 

 

華
寺
と
申
寺
御
座
候
。
無
常
場
の
西
南
に
愛
宕
の
社
御
座
候
。
愛
宕
の
西
ハ
片
濱
ニ
て
波 

 

さ
し
御
座
候
。
愛
宕
の
社
の
脇
に
讃
州
壱
番
の
な
き
の
木
御
座
候
。 
英
公
御
入
部
之
刻
、 

 

真
行
寺
を
只
今
の
所
へ
御
引
セ
被
遊
、
無
量
寿
院
の
跡
明
地
と
真
行
寺
跡
を
一
ツ
ニ
被
成 

 

候
て
、
只
今
の
と
ふ
り
御
舩
蔵
ニ
被
仰
付
候
。
先
代
の
舩
蔵
ハ
大
久
保
主
計
殿
屋
敷
ニ
被 

 

下
候
。 

「
讃
岐
盛
衰
記
」
二 

一
御
舩
蔵
は
先
代
無
量
寿
院
寺
之
寺
地
之
由
、
先
代
に
今
の
所
へ
引
、
跡
ハ
明
地
ニ
成
居
申 

 

候
。
隣
は
真
行
寺
ニ
て
、
表
二
十
間
裏
二
十
六
間
也
。
真
行
寺
之
西
は
雑
魚
場
に
て
、
猟 

 

師
の
小
屋
掛
在
之
。
其
西
は
無
常
場
ニ
て
御
座
候
。
雑
魚
場
と
無
常
場
ト
ノ
間
に
蓮
花
寺 

 

と
申
寺
一
ケ
寺
あ
り
。
無
常
場
の
西
南
ニ
愛
宕
之
社
御
座
候
。
愛
宕
の
西
ハ
片
濱
に
て
波 

 

さ
し
ニ
て
御
座
候
。
愛
宕
之
社
の
脇
ニ
讃
州
壱
番
の
な
ぎ
の
木
御
座
候
。 

英
公
御
入
部 

 

之
刻
、
真
行
寺
を
只
今
之
處
へ
御
引
セ
被
遊
、
無
量
寿
院
之
明
地
と
真
行
寺
跡
を
一
ツ
に 

 

被
成
、
只
今
之
御
舩
蔵
ニ
被
仰
付
候
。
先
代
之
舩
蔵
は
大
久
保
主
計
殿
屋
敷
地
ニ
被
下
候
。 

「
消
暑
漫
筆
」
一 

 

○
十
竹
曰
、
無
量
寿
院
、
先
代
今
之
処
へ
引
る
と
云
ハ
甚
誤
り
な
り
。
御
入
部
よ
り
十
四 

 
 
 
 
 
 

(

一
六
五
五)

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

一
六
六
七)

 

 
 

ケ
年
後
、
明
暦
元
年
中
の
村
、
今
修
理
様
長
屋
の
所
へ
所
替
仰
付
ら
れ
し
か
、
又
寛
文 

 
 

七
年
に
今
の
処
野
方
村
へ
所
更
な
り
。
明
地
に
て
有
し
と
云
ハ
誤
な
り
。
真
行
寺
ハ
無 

 
 

量
寿
院
の
西
隣
な
り
。
其
西
ハ
座
小
場
と
云
ハ
誤
な
り
。
真
行
寺
西
隣
に
表
口
東
西 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ
ツ
ク 



4 

 

 
 

十
七
間
南
向
の
屋
敷
一
區
あ
り
。
寛
文
八
九
の
頃
迄
矢
田
孫
兵
衛
宅
な
り
。
孫
兵
衛
ハ 

 
 

五
十
石
留
守
居
与
力
な
り
。
此
家
ハ
絶
た
り
。
今
の
矢
田
一
之
進
の
本
家
な
り
。
其
西 

 
 

隣
南
北
三
十
間
は
か
り
の
町
家
な
り
。
右
之
分
今
の
御
船
蔵
土
地
な
り
。
右
町
家
西
向 

 
 

に
て
前
ハ
南
よ
り
北
海
は
た
迄
の
往
還
道
あ
り
。
此
道
の
西
手
も
町
家
あ
り
。
今
松
崎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

乃 

 
 

新
十
郎
宅
の
東
手
御
用
地
の
所
な
り
。
又
今
野
村
鉄
蔵
屋
敷
の
所
も
町
家
な
り
。
此
町 

 
 

家
の
分
を
此
頃
魚
屋
町
と
唱
る
な
り
。
光
端
か
座
小
場
と
い
へ
る
ハ
此
町
家
の
事
を
い 

 
 

へ
る
な
ら
む
。 

 (

注)
 

(

注
１)

「
北
汐
當
」(

北
の
あ
て)

に
つ
い
て
は
、
坂
口
良
昭
「
近
世
、
西
浜
砂
堆(

砂
嘴)

の
形 

 
 
 

成
か
ら
浸
食
へ
『
北
の
あ
て
』
の
役
割
変
化
に
つ
い
て
―
田
中
健
二
『
生
駒
時
代
高 

 
 
 

松
城
下
周
辺
地
域
に
つ
い
て
』
を
読
ん
で
―
」(

『
香
川
地
理
学
会
会
報
』
三
五 

香 

 
 
 

川
地
理
学
会 

平
成
二
七
年
七
月)

に
詳
し
い
。
冬
季
の
北
西
季
節
風
に
よ
り
生
じ
る 

 
 
 

波
浪
の
こ
と
で
あ
る
。 

(

注
２)

「
御
先
代
町
絵
図
御
屏
風
」
は
、
高
松
松
平
家
に
伝
来
し
、
現
在
は
香
川
県
が
所
有
、 

 
 
 

県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
保
管
さ
れ
て
い
る
香
川
県
指
定
有
形
文
化
財
「
高
松
城
下
図 

 
 
 

屏
風
」
に
当
た
る
。
詳
し
く
は
、
『
調
査
研
究
報
告
』
第
三
号(
香
川
県
歴
史
博
物
館 

 
 

 

平
成
十
九
年
三
月)

の
特
集Ⅰ

 

高
松
城
下
図
屏
風
の
総
合
研
究
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

(

注
３)

高
松
城
下
町
の
形
成
と
拡
大
に
つ
い
て
は
、
森
下
友
子
「
高
松
城
下
の
絵
図
と
城
下 

 
 
 

の
変
遷
」(

『
研
究
紀
要
』Ⅳ

 

財
団
法
人
香
川
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー 

平 

 
 
 

成
八
年
三
月)

に
詳
し
い
。 

(

注
４)

無
量
寿
院
に
つ
い
て
は
、『
高
松
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
集 

第
八
一
集 

高
松
城 

 
 
 

跡(

無
量
寿
院
跡)

』(

高
松
市
教
育
委
員
会 

平
成
十
七
年)

に
詳
し
い
。 

 (

資
料
解
説)

 

 

「
盛
衰
記
」
は
、
高
松
藩
主
の
言
動
や
高
松
藩
内
で
の
事
件
、
高
松
藩
に
関
連
す
る
事
項
な

ど
を
記
し
た
史
書
で
あ
る
。
内
容
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
高
松
藩
初
代
松
平
頼
重
か
ら

五
代
頼
恭
ま
で
の
期
間
、
す
な
わ
ち
江
戸
時
代
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
で
あ
る
。
高
松
の
藩

政
に
関
す
る
史
料
の
多
く
が
失
わ
れ
て
い
る
現
在
で
は
、
同
藩
の
大
名
お
よ
び
家
臣
の
様
子

を
う
か
が
い
知
る
有
用
な
史
料
で
あ
る
。 

 

最
初
に
成
立
し
た
「
盛
衰
記
」
の
原
典
も
し
く
は
そ
の
忠
実
な
写
本
と
目
さ
れ
る
史
料
は
現

在
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
で
、「
讃
岐
盛
衰
記
」「
高
松
藩
盛
衰
記
」「
小
神
野
筆
帖
」「
小

神
野
夜
話
」
な
ど
類
似
す
る
内
容
で
、
別
の
表
題
が
付
さ
れ
た
も
の
が
多
数
存
在
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
存
在
は
「
盛
衰
記
」
が
、
成
立
後
広
く
普
及
し
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
表
す
も
の
で

あ
る
。 

 

「
盛
衰
記
」
の
筆
者
は
、
小
神
野
与
兵
衛
光
端(

み
つ
た
だ)

と
い
う
人
物
で
あ
る
。
小
神
野
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家
は
、
初
代
頼
重
以
来
の
家
臣
で
二
五
〇
石
を
給
さ
れ
、
与
兵
衛
は
、
蔵
奉
行
を
勤
め
、
藩
主

の
記
録
を
担
当
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。「
盛
衰
記
」
の
記
事
は
、
与
兵
衛
が
七
一
歳
で
没
し
た

安
永
九
年(
一
七
八
〇)

の
四
年
前
ま
で
で
終
わ
っ
て
お
り
、
完
成
し
た
の
は
晩
年
に
な
っ
て

か
ら
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

本
稿
で
は
、
香
川
県
立
瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館
が
所
蔵
す
る
松
浦
正
一
文
庫
中
の
「
小

神
野
筆
帖
」(

内
題
は
「
盛
衰
記
」)

(

収
蔵
番
号

1
2
7

―0
5
7
0
2
)

と
、
同
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

所
蔵
の
香
川
県
立
図
書
館
旧
蔵
資
料
の
「
讃
岐
盛
衰
記
」(

収
蔵
番
号K

L

―0
0
0
7
3
)

を
用
い
て

い
る
。 

 

一
方
、「
消
暑
漫
筆
」
は
、
高
松
藩
士
中
村
十
竹
が
「
盛
衰
記
」
の
記
事
を
批
判
的
に
校
訂

し
た
も
の
で
あ
る
。
天
保
八
年(

一
八
三
七)

の
自
序
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
与
兵
衛
が
没
し
て
か

ら
半
世
紀
以
上
が
経
過
し
た
こ
ろ
の
成
立
で
あ
る
。
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
保
管
の
高
松

松
平
家
歴
史
資
料(

収
蔵
番
号

M
Y
0
0
0
0
5
8
3
)

中
に
存
在
す
る
本
の
第
一
冊
の
表
紙
に
は
、
「
此

書
中
村
十
竹
編
輯
ス
ル
処
ニ
シ
テ
且
ツ
自
筆
本
也
、
珍
重
々
々
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
自
筆
原

典
以
外
に
は
存
在
し
な
い
と
み
ら
れ
る
。 

 
(

参
考
文
献)

 

「
小
神
野
夜
話
」
『
新
編
香
川
叢
書 

史
料
編(

一)

』
香
川
県
教
育
委
員
会 

昭
和
四
五
年 

胡 

光 

「
『
高
松
城
下
図
屏
風
』
の
歴
史
的
前
提
」 

 
 
 
 
 

香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
編
『
調
査
研
究
報
告
』
第
三
号 

平
成
一
九
年 

田
中
健
二
・
御
厨
義
道 

 
 
 
 

「
小
神
野
与
兵
衛
著
『
盛
衰
記
』
と
中
村
十
竹
著
『
消
暑
漫
筆
』
に
つ
い
て
」 

 
 
 
 

『
香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告 

第
一
部
』
第
一
四
五
号 
平
成
二
八
年 

田
中
『
近
世
初
期
讃
岐
国
に
お
け
る
城
下
町
建
設
と
開
発
・
治
水
に
関
す
る
研
究
』 

 
 
 
 

平
成
二
九
年
に
収
録
。 

 

二
、
『
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
』
に
見
え
る
「
御
門
」
・
「
追
手
」
・
「
大
手
」
・
「
五
ケ
所 

 
 

出
口
」 

「
源
英
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」 

寛
永
二
〇
年(

一
六
四
三)

五
月
一
四
日 

 

一
町
中
惣
而
、
木
戸
番
四
ツ
迄
ハ
通
シ
可
申
由
、
町
外
く
ゝ
り
木
戸
番
ハ
五
ツ
迄
通
シ
可 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

挑)
 

 
 

申
由
、
伝
兵
衛
ニ
被
仰
付
候
。
断
候
而
、
桃
灯
ニ
而
通
候
者
ハ
格
別
ニ
而
候
由
之
事
。 

 

一
西
御
門
、
平
左
衛
門
脇
南
、
丸
亀
町
出
口
御
門
、
東
濱
出
口
御
門
三
ケ
所
御
番
所
四
ツ 

 
 

迄
通
シ
可
申
。
夫
共
不
審
成
者
ト
存
候
ハ
ヽ
改
可
申
。
四
ツ
過
よ
り
挑
灯
ニ
而
断
候 

 
 

ハ
ヽ
通
シ
可
申
由
、
彦
右
衛
門
・
次
兵
衛
・
藤
兵
衛
ニ
被
仰
渡
候
事
。 

寛
文
八
年(

一
六
六
八)

四
月 

 
 

火
事
之
砌
番
所
之
定(

指
引
人
・
与
力
・
足
軽
省
略)
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天
守
曲
輪
本
丸 

二
之
丸
北
御
門 

二
之
丸
之
門 

二
之
丸
表
方
家
火
之
番 

奥
方
家
火 

 

之
番 
三
之
丸
東
角
櫓 

三
之
丸
西
角
櫓 

武
具
櫓
・
鉄
鉋
藏 

三
之
丸
米
蔵 

三
之
丸 

 

細
工
所 
大
皷
之
御
門 

西
之
新
御
門 

東
之
丸
海
手
之
御
門 

東
之
御
丸 

御
勘
定
塲 

 

西
之
御
米
蔵 
御
船
蔵 

御
馬
屋 

御
鷹
部
屋 

南
之
追
手 

東
之
追
手 

西
之
追
手
。 

「
源
懐
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」 

享
保
二
〇
年(

一
七
三
五)
一
〇
月
二
八
日 

 

一
五
ケ
所
出
口
之
外
、
出
入
口
所
々
在
之
候
ニ
付
、
右
之
事
郡
奉
行
江
申
合
置
候
事
。 

 

一
五
ケ
所
出
口
番
所
江
御
足
軽
罷
出
候
義
、
横
目
中
よ
り
指
出
候
段
申
聞
候
。 

 

一
御
中
陰
之
内
、
福
田
町
南
丁
二
ケ
所
木
戸
之
内
一
ケ
所
不
明
申
付
候
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

間)
 
 
 
  

 
  

 
  
 
  

 
  

 
  
  
 
 
  

 
  
 
  

(

街) 

 

一
右
御
同
断
、
西
濱
野
合
江
出
候
二
ケ
所
木
戸
之
内
、
本
門
院
海
道
江
出
候
木
戸
不
明
申 

 
 

付
候
。 

 

右
之
通
、
縫
殿
江
鵜
殿
長
左
衛
門
申
達
候
処
、
諸
事
書
付
之
趣
ニ
相
心
得
候
様
、
御
申
被 

 

成
候
由
聞
置
候
様
ニ
と
長
左
衛
門
書
付
ヲ
以
申
聞
セ
候
事
。 

 
 
 
 
 

覚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
御
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
門
番
頭 

 

右
ハ
、
昼
夜
一
人
ツ
ヽ
御
番
相
勤
可
申
候
。
尤
西
御
門
ハ
関
置
候
ニ
付
、
東
御
門
計
、
東 

 

西
御
門
頭
両
人
申
合
、
右
之
通
相
勤
可
申
候
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
手
三
ケ
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
門
番
頭 

 

右
ハ
、
大
手
三
ケ
所
共
飾
加
番
申
付
、
右
持
之
番
所
江
毎
日
見
舞
可
申
候
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
番
組
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

足
軽
二
人
ツ
ヽ 

 

右
ハ
、
大
手
三
ケ
所
江
昼
夜
御
番
相
勤
可
申
候
。
但
道
具
爲
持
可
罷
出
候
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

町
口
五
ケ
所
番
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

足
軽
二
人
ツ
ヽ 

 

右
ハ
、
昼
夜
指
置
可
申
候
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
之
御
門
番
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

足
軽
二
人
ツ
ヽ 

 

右
ハ
、
昼
夜
指
置
可
申
候
。
但
当
時
足
軽
払
底
ニ
付
、
中
間
二
人
ツ
ヽ
指
置
申
候
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

町
奉
行 

 

右
ハ
、
町
与
力
同
心
、
昼
夜
火
之
廻
リ
爲
仕
、
尤
其
方
義
も
見
合
廻
リ
可
申
候
。
且
又
町 

 
 
 
 
 
 
 

(

松
平
頼
常)

 

 

方
申
付
候
義
ハ
、
源
節
様
御
逝
去
之
節
之
通
、
諸
事
可
申
付
候
由
之
事
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
足
軽
頭 

 

右
ハ
、
組
召
連
、
一
先
ツ
ヽ
昼
夜
火
之
廻
リ
可
仕
事
。 
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 (

資
料
解
説)

 

 

『
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
』
は
、
以
下
に
掲
げ
る
高
松
松
平
家
の
藩
主
ご
と
の
法
令
集
を

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。 

 

「
一 

源
英
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」 

 

「
二 

源
節
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」 

 

「
三 

源
恵
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」 

 

「
四 

源
懐
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」 

 

「
五 

源
穆
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」 

 

「
六 

源
定
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」 

 

「
七 

源
欽
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」 

 

「
八 

源
襄
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」 

 

「
九 

源
愨
様
」 

 

底
本
と
し
た
史
料
は
、
香
川
県
立
文
書
館
が
所
蔵
す
る
同
名
の
史
料
で
あ
る
。
初
代
藩
主
頼

重(

英
公)

か
ら
五
代
藩
主
頼
桓(

穆
公)

ま
で
が
上
巻(

平
成
一
〇
年
三
月
刊)

、
六
代
藩
主
頼

真(

定
公)

か
ら
九
代
藩
主
頼
恕(

愨
公)

ま
で
が
下
巻(

平
成
一
一
年
三
月
刊)

に
そ
れ
ぞ
れ
収

め
ら
れ
て
い
る
。 

 

編
者
は
、
各
巻
の
奥
書
に
「
徳
田
宗
邦
写
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
徳
田
達
蔵
宗
邦
と
み
な
さ

れ
て
い
る
。
宗
邦
は
、
讃
岐
国
香
川
郡
上
笠
井
村
の
郷
侍
で
留
守
居
寄
合
で
あ
っ
た
。
底
本
成

立
の
時
期
は
、
記
事
の
最
終
年
が
天
保
六
年(

一
八
三
五)

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
降
と
考

え
ら
れ
る
。
な
お
、
『
増
補
改
訂
讃
岐
人
名
辞
書
』(

藤
田
書
店 

昭
和
四
八
年)
に
よ
れ
ば
、

彼
の
没
年
は
明
治
一
六
年(

一
八
八
三)

で
あ
る
。 

 

内
容
は
、
寛
永
一
六
年(

一
六
三
九)

六
月
か
ら
天
保
六
年(

一
八
三
五)

八
月
一
六
日
ま
で

の
間
に
、
高
松
藩
及
び
下
館
藩
か
ら
出
さ
れ
た
法
令
な
ど
を
抄
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
条
は
、

基
本
的
に
年
代
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
記
事
は
、
宛
所
を
記
さ
ず
一
般
に
示
し
た
よ
う
な
も

の
と
、
特
定
の
役
職
者
や
関
係
者
宛
に
示
し
た
個
別
的
な
も
の
な
ど
、
多
様
な
形
式
の
も
の
を

含
ん
で
い
る
。 

(

参
考
文
献)

 

『
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
』
解
題 

香
川
県
立
文
書
館 

平
成
一
一
年
三
月 

野
中
寛
文
「
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
に
つ
い
て
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
香
川
県
立
文
書
館
紀
要
』
第
二
〇
号 

平
成
二
八
年
三
月 

 

三
、
高
松
市
歴
史
資
料
館
所
蔵
「
鳥
屋
仁
左
衛
門
御
用
留
」
に
見
え
る
藩
主
の
巡
見
道
筋 

 

御
順
道
書 

 

一
御
出
掛
、
西
江
上
横
町
北
江
、
御
藏
前
東
江
、
下
横
町
東
江
、
北
濱
材
木
町
南
江
、
鶴
屋
町 
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東
御
門
、
新
通
町
壱
丁
目
西
江
、
片
原
町
・
兵
庫
町
出
、
と
ほ
り
町
・
西
通
町
・
西
新
通 

 
 

町
・
西
濱
町
川
崎
吉
太
郎
前
北
江
、
西
木
倉
町
・
東
木
藏
町
見
性
寺
横
手
、
西
新
通
町
、 

 
 
 

夫
よ
り
古
新
町
東
江
弐
丁
今
井
才
助
妙
朝
寺
横
手
南
江
、
鍛
冶
屋
町
・
亀
井
丁
・
田
町
之 

 
 

内
餌
指
町
日
下
義
左
衛
門
様
前
南
江
、
中
新
町
・
旅
籠
町
・
田
町
出
口
御
番
所
、
福
田
町 

 
 

大
津
屋□

右
衛
門
横
手
、
木
屋
三
介
横
手
東
江
、
夫
よ
り
新
橋
出
口
御
番
処
前
北
江
、
新 

 
 

材
木
町
・
東
新
町
口
御
番
処
北
江
、
新
湊
町
松
葉
屋
金
二
前
西
江
壱
丁
、
南
江
三
丁
東
濱 

 
 

町
。 

 
 
 

七
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

塩
屋
町
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
濱
町
迄 

右
四
十
八
丁
年
寄
不
残
、
明
廿
四
日
朝
五
ツ
時
、
御
役
所
迄
罷
出
候
様 

 
 

七
月
廿
四
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

北
条
嘉
八
郎 

 

急
以
廻
文
、
得
貴
意
候
、
秋
暑
難
退
御
座
候
得
共
、
各
様
益
御
壮
健
之
由
珍
重
御
義
奉
存
候
。 

然
ハ
別
紙
之
通
、
丁
年
寄
中
不
残
、
明
廿
五
日
朝
御
呼
出
被
仰
付
御
座
候
間
、
御
出
掛
可
被 

成
候
御
指
支
御
座
候
分
、
組
頭
中
御
指
出
被
成
候
義
ハ
、
指
支
之
義
御
座
候
間
御
当
人
御
出 

掛
被
成
候
様
、
可
被
成
候
。
万
ニ
一
無
余
義
御
指
支
之
御
方
ニ
隣
町
江
御
頼
合
可
被
成
候
。 

此
段
刻
付
ヲ
以
御
廻
し
可
被
成
候
。
以
上
。 

 
 

七
月
廿
四
日 

 
 
 
 
 
 

年
行
司
本
町 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
寄
平
七 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 

市
右
衛
門 

九
月
七
日 

殿
様
御
乗
馬
御
通
筋
道
順
左
之
通 

南
新
町
伏
石
屋
横
手
、
古
馬
場
町
右
江
、
福
田
町
高
善
寺
前
新
御
長
屋
左
江
、
塩
屋
町
左
江
、
美

濃
屋
横
手
左
江
、
法
勝
寺
前
南
江
、
片
古
馬
場
町
右
江
、
鍛
冶
屋
町
・
寺
町
正
覚
寺
前
右
江
、 

紺
屋
町
右
江
、
今
新
町
・
野
方
町
・
塩
屋
町
江
木
屋
横
手
右
江
、
新
塩
屋
町
左
江
、
片
町
左
江
、 

新
通
町
左
江
、
菊
屋
前
左
江
、
桶
屋
町
・
大
工
町
・
磨
屋
町
・
西
ノ
丁
右
江
、
古
新
町
・
百
間 

町
・
通
町
左
江
、
井
口
町
左
江
、
新
材
木
町
左
江
、
新
地
松
葉
屋
前
左
江
、
湊
町
左
江

、
井
口 

町
北
ノ
丁
右
江
、
鳥
屋
前
東
大
手
御
門
・
鶴
屋
町
右
江
、
下
横
町
御
藏
前
左
江
、
三
之
御
門
よ 

り
御
帰
座
ニ
相
成
申
候
。 

 
 

九
月
五
日 

 
 
 
 
 
 
 

村
上
勝
蔵 

 (

資
料
解
説) 

 

高
松
城
下
新
湊
町
の
町
年
寄
鳥
屋
の
御
用
留
で
あ
り
、
文
化
二
年(

一
八
〇
五)

二
月
か

ら
、
明
治
四
年(

一
八
七
一)

一
二
月
ま
で
の
計
二
十
三
冊
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容

は
、
町
年
寄
へ
の
達
や
覚
な
ど
藩
か
ら
の
通
達
類
、
幕
府
の
触
・
諸
書
付
や
手
配
書
、
城
下
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町
民
か
ら
の
口
上
・
願
書
な
ど
で
あ
り
、
高
松
城
下
に
関
す
る
史
料
が
皆
無
に
状
態
の
中

で
、
こ
の
資
料
は
重
要
な
も
の
で
あ
る
。 


